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参考資料の配付について

このことについて,下記資料を配付いたします。

記

１ 函館市立磨光小学校・函館市立臼尻小学校・函館市立大船小学校統

合校および函館市立尾札部中学校・函館市立臼尻中学校統合校の校名

について

（教育政策推進室 学校再編・地域連携課）



 

函館市立磨光小学校・函館市立臼尻小学校・函館市立大船小学校統合校 

および函館市立尾札部中学校・函館市立臼尻中学校統合校の校名について 

 

       

１ 校名選考の経過  

南茅部地区小・中学校計５校の関係者により組織された統合準備委員会に 

おいて，校名候補の選考が行われ，令和２年(2020 年)８月３１日に函館市教 

育委員会へ要望書として，別紙のとおり小学校４点・中学校４点の校名候補 

が提出された。 

  同年１０月１６日開催の教育委員会定例会では決定に至らず，１１月１１

日開催の教育委員会定例会において，引き続き審議を行い，校名を決定した。 

 

２ 統合校の校名 

  要望書に記載された小・中各４つの校名候補の選定理由や，南茅部地域の

保護者・地域住民の代表等からの地元意見を踏まえ，慎重に審議し， 

・小・中学校ともに南茅部地域で唯一の学校となり，存続に努めている高 

等学校も含め小中高の一貫性を示すことができること 

・地域の発展・振興の観点から，地域産業や縄文文化等に関する教育活動 

が全道・全国・世界に発信される際に，南茅部の名称が広く伝えられるこ 

とが望ましいこと  

などの理由から，次のとおり決定したものである。 

 

○ 小学校： 南茅部小学校 

○ 中学校： 南茅部中学校 

 

３ 今後の予定 

○  令和３年(2021 年)第１回市議会定例会に「函館市学校設置条例の一部を 

改正する条例」として議案提出 

 

○  統合校開校時期 

・ 小学校： 令和４年(2022 年)４月１日 

・ 中学校： 令和５年(2023 年)４月１日 



 

 

別紙 
 

磨光小学校・臼尻小学校・大船小学校統合校および 
尾札部中学校・臼尻中学校統合校の校名について 

 

 

１ 統合準備委員会から要望されている校名候補 

 

（１）小学校 

校  名  選 定 理 由  

ひろめ  

 

昆布に対する興味・関心を高め，献上昆布としても有名で

ある誇り，さらに郷土愛を育みたい。また，「ひろめ」という

柔らかな語感が，子どもたちのかわいらしさに通じ，すくす

くと伸び伸びと成長し，世界に広く活躍するような人材を育

成することを願っている。  

磨光  

（まこう）  

校名「磨光」は，昭憲皇后の歌に由来しており，校訓「自

ら磨きつづける磨光の子」は，新しい時代の子ども像として

もイメージしやすく，長く地域にも親しまれてきた。南茅部

地区がこれまで歩んできた統廃合に対する合理的な判断や思

いも十分反映されるものと思われる。  

南かやべ  

（みなみかやべ）  

地域を表す名称として「南茅部」の文言は長く使用され，  

地区住民に親しまれ，愛着もある。生産される昆布は献上昆

布として有名であり，伴って「南茅部」の知名度があり場所

もイメージしやすい。ひらがな表記にして，ひらがなのもつ

柔らかさや可愛らしさを加味した。  

南茅部  

（みなみかやべ）  

 

 

 

地域を表す名称として「南茅部」の文言は長く使用され，

地区住民に親しまれ，愛着もある。生産される昆布は献上昆

布として有名であり，伴って「南茅部」も知名度があり場所

もイメージしやすい。中学校が｢南茅部中学校｣となった場合，

小・中・高が南茅部となり，統一感や一体感も生まれる。  

 

（２）中学校 

校  名  選 定 理 由  

川汲  

（かっくみ）  

川汲は，鹿部方面・椴法華方面・旧函館市方面の合流地点

であり昔からの要所である。南茅部地区のほぼ中心にあり，

支所など主な機関や施設も集中してある。新設される中学校

は，南茅部地区の歴史や行政，経済の中心地にあることから，

その地名を校名とした。 

磨光  

（まこう）  

昭憲皇后の歌に由来する小学校の校名「磨光」は明治 20

年来，校訓「自ら磨きつづける磨光の子」と共に，長く地域

に親しまれてきた。小中一貫して，9 年間を通して同じ校訓

のもと，新しい時代を切り拓く創造性を備えた人づくりを目

指したいという願いが込められている。 

南かやべ  

（みなみかやべ）  

「南茅部」の「茅部」をひらがな表記にして，ひらがなのも

つ柔らかさや可愛らしさを加味した。これからの時代をたく

ましく生き抜き，豊かな人生を歩むためには，柔軟な発想や

対応力が必要である。そのような人格を育成する思いも込め

た。 

南茅部  

（みなみかやべ）  

 

 

 

地域を表す名称として「南茅部」の文言は長く使用され，

地区住民に親しまれ，愛着もある。生産される昆布は献上昆

布として有名であり，伴って「南茅部」も知名度があり場所

もイメージしやすい。小学校が｢南茅部小学校｣となった場合，

小・中・高が南茅部となり，統一感や一体感も生まれる。  

 


